
参考様式１

計　画　主　体　名 計　画　期　間

三重県津市
ミエケン ツシ

令和３年度～令和７年度

＜連絡先＞

担当課 電話番号 ＦＡＸ番号 メールアドレス

津市久居総合支所地域振興課 059-255-8851 059-255-0960 255-8812@city.tsu.lg.jp

農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）事業実施計画　

（変更：令和６年２月）

令和３年２月



Ⅰ　事業活用活性化計画目標

Ⅱ　評価指標

具体的数値目標

３１，０００人増（年平均）

計画区域における交流人口の増加数 31,000人＝
計画区域外からの入込客数 334,000人（44,000人
＋290,000人）【目標値】－計画区域外からの入込
客数303,000人【現状値】

【現状値】
H29～R1平均の宿泊客45,584人…①（H29＝
47,893人、H30＝46,812人、R1＝42,049人）
H29～R1平均の日帰客258,075人…②（H29＝
267,420人、H30＝246,321人、R1＝260,485人）
合計　303,000人①+②

【目標値】
宿泊客：45,584人×0.97≒44,000人…③
日帰客：258,075人×1.08≒290,000人
　(在来旅館90,000人＋湯の瀬197,000人＋観光農
園1,000人＋テントサウナ2,000人)＝290,000人…
④
合計　334,000人③+④

事業活用活性化計画目標 事業活用活性化計画目標の設定根拠

農観連携・グリーンツーリズムの促進
　温泉観光と農業が連携したグリーンツーリズムの促進により、観光入込客数の増加を図り、地域の
農業の活性化と温泉旅館への宿泊者数の増加、農産物及び農産物加工品の販売促進及び農業体
験の推進による地域活性化の度合いを計る。

第１評価指標（必須） 具体的数値目標の算出方法

交流人口の増加

第１評価指標の設定根拠

　津市久居総合支所地域振興課において、把握している観光入込客数調査数値を基に入込客数の増加を交流人口の増加として、令和６年度～令和８年
度の３年間の平均数値を評価指標と定め、この数値との対比により、計画目標に対する評価を検証します。



具体的数値目標

８３０千円（年平均）

計画区域において生産された農林水産物の販売
額の増加額 830千円
＝地域産物の農林水産物の販売額 830千円【目
標値】－地域産物の農林水案物の販売額0円【現
状値】

【現状値】
0円
【目標値】
830千円（R6～R8の平均目標販売額）

具体的数値目標

４品
榊原産米及び地域の農産物を活用した特産品、
土産物を新たに４品の開発に取り組む

評価報告予定年（評価期間の終了直後の９月末日まで）

令和９年

地域産物の販売額の増加

第２評価指標（任意） 具体的数値目標の算出方法

　榊原産米及び地域の農産物を活用した特産品、土産物

評価期間（原則として３年間の効果発現状況を把握する期間）

令和６年４月～令和９年３月

第２評価指標の設定根拠

　現在、榊原地域農泊推進協議会で、開発に向けた調査研究等に着手しており、地域の農産物を中心に榊原温泉を活用するなど、当該地域ならではの
特産品や土産物を地域を挙げて、令和６年度～令和８年度の３年間の平均目標販売額を評価指標として検証します。

第３評価指標（必須） 具体的数値目標の算出方法

新商品（土産物）の開発

第３評価指標の設定根拠



Ⅲ　活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標と交付対象事業の関連性

事業メニュー名 地区名 事業内容 事業規模等 実施期間 事業実施主体
全体事業費

（千円）
交付金要望額

（千円）
交付額

算定交付率
交付限度額

（千円）
活性化計画の目標及び

事業活用活性化計画目標との関連性
備考

都市農山漁村総
合交流促進施設

榊原地区 各種体験案内所
鉄骨造二階建
約123㎡

Ｒ３ 津市 35,670 17,835 1/2 17,835

　農業体験等、各種体験等の案内及びＰＲ活動
を行い、交流人口の増加に寄与します。

地域連携販売力
強化施設

榊原地区
田舎レストラン
農産物等販売施
設

鉄骨造平屋建
レストラン約115㎡
販売部分約24㎡
出店部分約55㎡

Ｒ３ 津市 56,260 28,130 1/2 28,130

　地域産農産物を活用した田舎料理と農産物及
び農産物を加工した特産品、土産物の販売を
促進し、農業生産の拡大や農業従事者、後継
者の増加を図るとともに都市との交流促進を図
ります。

農林漁業・農山漁
村体験施設

榊原地区
バリアフリー観光
農園、ハーブ園
ハーバルサウナ

バリアフリー観光
農園3,072㎡
敷地造成3,072㎡
ハーブ園 538㎡
ハーバルサウナ１
０区画

Ｒ４ ㈱ＯＭＩＭＯ 92,033 46,016 1/2 46,016

　農福連携によるバリアフリー観光農園を整備
し、あらゆる観光客を受け入れるとともに、障が
い者等の雇用を図り、ユニバーサルデザインに
よる施設整備と運営を行い、交流人口及び農業
従事者の増加を図ります。
　更に、ハーブ園及びビニルハウスでの収穫体
験に加え、栽培するハーブと温泉を活用したテ
ント式のハーバルサウナによるリラックス効果に
より癒しの場とします。

農林漁業・農山漁
村体験施設

榊原地区
バリアフリー観光
農園

バリアフリー観光
農園3,072㎡
簡易ビニルハウス
4棟 520㎡

Ｒ５ ㈱ＯＭＩＭＯ 22,000 11,000 1/2 11,000

　農福連携によるバリアフリー観光農園を整備
し、あらゆる観光客を受け入れるとともに、障が
い者等の雇用を図り、ユニバーサルデザインに
よる施設整備と運営を行い、ハーブ園及びビニ
ルハウスでの収穫体験により交流人口及び農
業従事者の増加を図ります。

205,963 102,981 102,981合    計



Ⅳ　他の施策との連携に関する事項

連携する施策名 事業メニュー名 地区名 連携する施策と交付対象事業の関連性等

都市農山漁村総合交
流促進施設
地域連携販売力強化
施設
農林漁業・農山漁村体
験施設

都市農山漁村総合交
流促進施設
地域連携販売力強化
施設
農林漁業・農山漁村体
験施設

津市国土強靭化地域計画 榊原地区

津市国土強靭化地域計画において、榊原地区の特産物や伝統的な農法等を活
用した農産物のブランド化を促進することで遊休農地や耕作放棄地を解消し、
農地の多面的機能確保に努めることが挙げられており、これらの取り組みにつ
いては交付対象事業において実施予定である。

地域別農業振興計画
三重県津地域（津市）

榊原地区
地域別農業振興計画：三重県津地域（津市）において、これらの取り組みについ
ては支援事業として、実施予定である。



Ⅴ　農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）年度別事業実施計画

離島振興
計画

輸出促進
条件整備

耕作放棄
地の解消

に向けた取
組

地域再生
計画

まち・ひと・しご
と創生寄附活

用事業

定住自立
圏共生ﾋﾞ

ｼﾞｮﾝ

国土強靱化
施策

福祉、教育、観光
等と連携した地域
活性化に向けた

取組

女性の能力の
積極的な活用
に向けた取組

地域別農業
振興計画

次世代農業
農村振興計

画

指定棚田地
域振興活動

計画

事業別内容 3 1 三重県 24 津市 201 津市 榊原地区 - - ○ - - - - - - R7 「1」 「2」 「3」 「1」

3 1 三重県 24 津市 201 津市 榊原地区 - - ○ - - - - - - R7 「1」 「2」 「3」 「1」

3 1 三重県 24 津市 201 津市 榊原地区 - - ○ - - - - - - R7 「1」 「2」 「3」 「1」

3 1 三重県 24 津市 201 津市 榊原地区 - - ○ - - - - - - R7 「1」 「2」 「3」 「1」

①事業費計

②市町村等附帯事務費

③県附帯事務費

総合計（①＋②＋③）

共同で計画作成を行う場合の内訳

○○町 事業費（ハード）

市町村等附帯事務費

××県 事業費（ハード）

都道府県附帯事務費

市町村等附帯事務費

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策は
「１」を
記載

該当する連携
施策の番号｢
１～６｣を全て

記載

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策は
｢１｣を記載

奄美
群島

指定
棚田
地域

地域指定状況 計画期間
最終年度

他の施策との連携

離島
振興

豪雪
地帯

急傾
斜地

計画
の

提出
年度

新規
・

変更
の

区別

新規
「１」
変更
「２」

都道府県 計画主体 市町村名 地区名

名称 コード
（地方公共
団体コード
番号（総務

省））

名称 コード
（地方公共
団体コード
番号（総務

省））
山村
振興

過疎
地域

特定
農山
村

半島
振興



円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 ％ 円 円
23 都市農山漁村総

合交流促進施設
2-第1-(2) 各種体験案内所（鉄骨造

二階建　約123㎡）　１施設
3 ～ 3 津市 35,670,000 35,670,000 17,835,000 1/2 17,835,000 35,670,000 35,670,000 17,835,000

26 地域連携販売力
強化施設

2-第1-(1) 田舎レストラン・農産物等
販売施設（鉄骨造平屋建）
１施設

3 ～ 3 津市 56,260,000 56,260,000 28,130,000 1/2 28,130,000 56,260,000 56,260,000 28,130,000

27 農林漁業・農山漁
村体験施設

2-第1-(1) バリアフリー観光農園
3,072㎡（敷地造成3,072
㎡）、ハーブ園538㎡、
ハーバルサウナ10区画

4 ～ 4 ㈱ＯＭＩＭＯ 92,033,000 92,033,000 46,016,000 1/2 46,016,000 92,033,000 92,033,000 46,016,000

27 農林漁業・農山漁
村体験施設

2-第1-(1) バリアフリー観光農園
3,072㎡（簡易ビニルハウ
ス４棟520㎡）

5 ～ 5 ㈱ＯＭＩＭＯ 22,000,000 22,000,000 11,000,000 1/2 11,000,000 バリアフリー観光農園
3,072㎡（簡易ビニルハウ
ス４棟520㎡）

22,000,000 22,000,000 11,000,000 11,000,000 100 11,000,000 含税額

～

205,963,000 205,963,000 102,981,000 102,981,000 183,963,000 183,963,000 91,981,000 22,000,000 22,000,000 11,000,000 11,000,000 11,000,000

205,963,000 205,963,000 102,981,000 102,981,000 183,963,000 183,963,000 91,981,000 22,000,000 22,000,000 11,000,000 0 0 11,000,000 11,000,000

市町村費 そ　の　他全体事業費 交付対象
事業費

事　業
メニュー
番　号

事業メニュー名 要件
類別等
番号

全　　体　　計　　画 前　年　度　ま　で 本年度

年度末
進捗率

(Ｅ)

単　年　度
交付限度額

(Ｃ)×(Ｅ)－(Ｄ)
(千円未満切捨）

消費税仕入
控除税額

交付金額

(Ｄ)

事業内容
及び

事業量

全体事業費 交付対象
事業費

交付金額

(千円未満切捨）

県費実施期間 事業実施
主体

全体事業費 交付対象
事業費

（Ａ）

交付金額

(千円未満切捨）

交付額
算　定
交付率

（Ｂ）

交付限度額

(Ｃ)＝(Ａ)×(Ｂ)
(千円未満切捨）

事業内容
及び

事業量



全体事業費 交付対象
事業費

交付金額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
35,670,000 35,670,000 17,835,000

56,260,000 56,260,000 28,130,000

92,033,000 92,033,000 46,016,000

22,000,000 22,000,000 11,000,000

205,963,000 205,963,000 102,981,000

205,963,000 205,963,000 102,981,000

交付対象
事業費

交付金額交付対象
事業費

交付金額 全体事業費 交付対象
事業費

交付金額 全体事業費

交付対象
事業費

交付金額 翌年度以降の累計

本年度までの累計 翌年度以降（予定） 備　　　考

全体事業費 令和６年度 令和　年度令和７年度 令和　年度

全体事業費 交付対象
事業費

交付金額 全体事業費


